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事業所自己評価・サービス評価
（小規模多機能型居宅介護）

　 ・小規模多機能型居宅介護

　 ・介護予防小規模多機能型居宅介護
  　サ ー ビ ス 種 別



 
 

事業所自己評価・ミーティング様式 
 

 実施日 令和 元年  11 月 26日 

 

 

  １．初期支援（はじめのかかわり） 
 

 ﾒﾝﾊﾞｰ 小規模スタッフ 10名参加 

 

◆前回の改善計画に対する取組み状況 

個人チェック集計欄 
よく 

できている 

なんとか 

できている 

あまり 

できていない 

ほとんど 

できていない 
合計（総人数） 

⓪ 
 

前回の課題について取り組めましたか？ 

 

     

 

前回の改善計画  

 

前回の改善計画に対する取組み結果  

  

 
 

◆今回の自己評価の状況 

個人チェック集計欄 
よく 

できている 

なんとか 

できている 

あまり 

できていない 

ほとんど 

できていない 
合計（総人数） 

① 
本人の情報やニーズについて、利用開始前

にミーティング等を通じて共有しています

か？ 

4 6 0 0 10 

② 
サービス利用時に、本人や家族・介護者が、

まず必要としている支援ができています

か？ 

1 9 0 0 10 

③ 
本人がまだ慣れていない時期に、訪問や通

いでの声掛けや気遣いができていますか？ 

 

4 6 0 0 10 

④ 
本人を支えるために、家族・介護者の不安

を受け止め、関係づくりのための配慮をし

ていますか？ 

4 5 1 0 10 

 

できている点 200字程度で、できていることと、その理由を記入すること 

・新規利用者についての情報は、フェイスシート、引き継ぎ帳等で事前に確認し、お試し利用を何回か行い、

利用時の記録を残し、それを元に気づきや対応の仕方について、情報を共有した。 

・担当者会議で、本人、家族が必要な支援を確認し、利用時に支援を行えるようにした。 

・サービス利用開始直後は、関わりを多く持ち不安を取り除ける様に配慮している。 

・同地域の利用者さんを紹介したり、出来そうなことを（得意な事）をお願いするなど、その場に居やすい

環境を作れるよう配慮した。 

 

  
 

できていない点 200字以内で、できていないことと、その理由を記入すること 

・訪問時に日中帯の家族とは直接話す機会もない為、本人を支える為の不安を知ることが出来ていない。 

 

 

 
 

次回までの具体的な改善計画 （200字以内） 

・自宅での様子や体調、困りごと等を確認しミーティング時に伝達していく。また、伺いたい情報や分から

ない事は電話するなどして確認し情報の共有に努める。 

 

 
 

  

事－① 



 

 

事業所自己評価・ミーティング様式 
 

 実施日 令和元年 11月 26日 

 

２．「～したい」の実現（自己実現の尊重）  ﾒﾝﾊﾞｰ 小規模スタッフ 10名参加 

 

◆前回の改善計画に対する取組み状況 

個人チェック集計欄 
よく 

できている 

なんとか 

できている 

あまり 

できていない 

ほとんど 

できていない 
合計（総人数） 

⓪ 
 

前回の課題について取り組めましたか？ 

 

     

 

前回の改善計画  

 

  

前回の改善計画に対する取組み結果  

 

 
 

◆今回の自己評価の状況 

個人チェック集計欄 
よく 

できている 

なんとか 

できている 

あまり 

できていない 

ほとんど 

できていない 
合計（総人数） 

① 
「本人の目標（ゴール）」がわかっています

か？ 

 

0 10 0 0 10 

② 
本人の当面の目標「～したい」がわかって

いますか？ 

 

0 10 0    0 10 

③ 
本人の当面の目標「～したい」を目指した

日々のかかわりができていますか？ 

 

1 8 1 0 10 

④ 
実践した（かかわった）内容をミーティン

グで発言し、振り返り、次の対応に活かせ

ていますか？ 

2 8 0 0 10 

 

できている点 200字程度で、できていることと、その理由を記入すること 

・個々のケアプランや個別援助計画に沿って、目標や「～したい」を理解し、レクリエーションや機能訓練

を実施した。また、看護師のアドバイスを受けて、無理のないように状態観察行いながら支援を行なった。 

・明確な目標が掴みにくい利用者もいるが、ご家族から話を聞き、利用者の「～したい」を把握できるよう

に努めた。 

・利用者の対応について、効果があった事や成功した対応については、引き継ぎや小規模会議にてスタッフ

間で共有し、充実した生活を送れる様な支援を行なった。 

 
 

できていない点 200字以内で、できていないことと、その理由を記入すること 

・訪問時等は、限られた時間の為、ゆっくりと話をしたり、コミュニケーションを図る事が難しいと感じた。 

 

 
 

次回までの具体的な改善計画 （200字以内） 

・気づいたことはケース記録や引き継ぎ等で共有し、本人の思いが繋がる様統一した支援を行なう。 

 

 

 
 

 
 

 

 

 

 

 

  

事－② 



 

 

 

事業所自己評価・ミーティング様式 
 

 実施日 令和元年 11月 27日 

 

 

  ３．日常生活の支援 
 

 ﾒﾝﾊﾞｰ 小規模スタッフ 10名参加 

 

◆前回の改善計画に対する取組み状況 

個人チェック集計欄 
よく 

できている 

なんとか 

できている 

あまり 

できていない 

ほとんど 

できていない 
合計（総人数） 

⓪ 
 

前回の課題について取り組めましたか？ 

 

4 6   0 0 10 

 

 

前回の改善計画  

・認知症等の障害で意思疎通困難な方は、家族や関わりの深い方から、サービス担当者会議等の機会に「以

前の暮らし方」の情報をいただき支援につなげる。 

 

前回の改善計画に対する取組み結果  

・担当者会議において、以前の暮らしの聞き取りをおこなった。また、聞き取りシートを作成しコミュニケ

ーションを図りながら情報収集に努めた。 

 

◆今回の自己評価の状況 

個人チェック集計欄 
よく 

できている 

なんとか 

できている 

あまり 

できていない 

ほとんど 

できていない 
合計（総人数） 

① 
本人の自宅での生活環境を理解するために

「以前の暮らし方」が 10 個以上把握できて

いますか？ 

0 3 7 0 10 

② 
本人の状況に合わせた食事や入浴、排せつ

等の基礎的な介護ができていますか？ 

 

2 5 3 0 10 

③ 
ミーティングにおいて、本人の声にならな

い声をチームで言語化できていますか？ 

 

0 7 3 0 10 

④ 
本人の気持ちや体調の変化に気づいたと

き、その都度共有していますか？ 

 

3 7 0    0 10 

⑤ 
共有された本人の気持ちや体調の変化に即

時的に支援できていますか？ 

 

2 8 0 0 10 

 

できている点 200字程度で、できていることと、その理由を記入すること 

・利用者の聞き取りシートを活用して、以前の暮らしについて把握できるように努めた。 

・自尊心を傷つけたり、過度な介護にならないように、現在の身体状態の把握に努めて対応した。また、体

調や気持ちの変化があれば、ケース入力や引き継ぎ等で事業所全体、家族とも情報の共有を行なった。 

 
 

できていない点 200字以内で、できていないことと、その理由を記入すること 

・利用者の聞き取りシートなど活用しているが、「わからない」という答えも多く、１人ひとり関わる時間

も少ない(特に訪問のみの利用者様)事もあり、「10個以上」までは把握出来ていない。 

・食事について、食形態や個人の嚥下機能に対する観察力の不足や、知識不足を感じる。 

 

 
 

次回までの具体的な改善計画 （200字以内） 

・積極的にコミュニケーションを図り信頼関係を築き生活環境や生活歴等を理解する。食事についての知識

（咀嚼、嚥下、認知度や食事状況の観察等）を高めるため、勉強会や研修に参加する。 

 

 
 

  

事－③ 



 

 

事業所自己評価・ミーティング様式 
 

 実施日 令和元年  11月 27日 

 

 

  ４．地域での暮らしの支援 
 

 ﾒﾝﾊﾞｰ 小規模スタッフ 10名参加 
 

◆前回の改善計画に対する取組み状況 

個人チェック集計欄 
よく 

できている 

なんとか 

できている 

あまり 

できていない 

ほとんど 

できていない 
合計（総人数） 

⓪ 
 

前回の課題について取り組めましたか？ 

 

3 4 3 0 10 

 

前回の改善計画  

・緊急時連絡シートに、家族以外に担当の民生委員の方や関わりの深い方を記載し周知を図る。 

 

 

前回の改善計画に対する取組み結果  

・民生委員は確認できたが、関わりの深い方については、なかなか情報収集が出来なかった。 

 

 
 

◆今回の自己評価の状況 

個人チェック集計欄 
よく 

できている 

なんとか 

できている 

あまり 

できていない 

ほとんど 

できていない 
合計（総人数） 

① 
本人のこれまでの生活スタイル・人間関係

等を理解していますか？ 

 

1 5 4 0 10 

② 
本人と、家族・介護者や地域との関係が切

れないように支援していますか？ 

 

2 8 0 0 10 

③ 
事業所が直接接していない時間に、本人が

どのように過ごしているか把握しています

か？ 

0 9 1 0 10 

④ 
本人の今の暮らしに必要な民生委員や地域

の資源等を把握していますか？ 

 

1 8 0 1 10 

 

できている点 200字程度で、できていることと、その理由を記入すること 

・生活スタイルを把握する為に利用開始時の担当者会議での情報ばかりではなく、継続的に情報収集を行な

った。また、買い物支援、馴染みの理美容店への送迎支援、地域行事へ参加し地域との関係が切れないよう

に支援した。 

・本人やご家族との関わりから、友人や近隣者等の協力を得たり、社会資源を把握し役割を確認した。 

 
 

できていない点 200字以内で、できていないことと、その理由を記入すること 

・利用者によっては、人間関係など聞ける方となかなか聞けない方がおり、偏りがある。訪問サービス利用

者に関してはフローチャートにて民生委員を記載しているが、その他の利用者に関してはできていない。 

 

 
 

次回までの具体的な改善計画 （200字以内） 

・全利用者の地域担当の民生委員や、関係の深い方の情報を把握し、緊急時対応シートに記載する。 

 

 

 

 
 
 
 
 
  

事－④ 



 

 

事業所自己評価・ミーティング様式 
 

 実施日 令和元年 11月 27日 

 

 

  ５．多機能性ある柔軟な支援 
 

 ﾒﾝﾊﾞｰ 小規模スタッフ 10名参加 

 

◆前回の改善計画に対する取組み状況 

個人チェック集計欄 
よく 

できている 

なんとか 

できている 

あまり 

できていない 

ほとんど 

できていない 
合計（総人数） 

⓪ 
 

前回の課題について取り組めましたか？ 

 

     

 

前回の改善計画  

 

 

 

前回の改善計画に対する取組み結果  

 

 

 
 

◆今回の自己評価の状況 

個人チェック集計欄 
よく 

できている 

なんとか 

できている 

あまり 

できていない 

ほとんど 

できていない 
合計（総人数） 

① 
自分たち事業所だけで支えようとせず、地

域の資源を使って支援していますか？ 

 

2 8 0 0 10 

② 
ニーズに応じて「通い」「訪問」「宿泊」が

妥当適切に提供されていますか？ 

 

4 6 0 0 10 

③ 
日々のかかわりや記録から本人の「変化」

に気づき、ミーティング等で共有すること

ができていますか？ 

3 7 0 0 10 

④ 
その日・その時の本人の状態・ニーズに合

わせて柔軟な支援ができていますか？ 

 

4 6 0 0 10 

 

できている点 200字程度で、できていることと、その理由を記入すること 

・町の配食サービス、ふれあいヤクルト事業などの活用、百歳体操の参加や近隣の助け合いなどで地域資源

を活用し支援を行なった。 

・本人のニーズに応じたサービスの提供を行い、その日の状況、状態に応じたサービスの調整を行い、柔軟

に対応した。 

・利用者の変化や気づきはミーティングや記録に残し共有した。 

 
 

できていない点 200字以内で、できていないことと、その理由を記入すること 

  

 

 

 

 
 

次回までの具体的な改善計画 （200字以内） 

 

 

 

 
 
 

 
 

  

事－⑤ 



 

 

事業所自己評価・ミーティング様式 
 

 実施日 令和元年 11月 29日 

 

 

  ６．連携・協働 
 

 ﾒﾝﾊﾞｰ 小規模スタッフ 10名参加 

 

◆前回の改善計画に対する取組み状況 

個人チェック集計欄 
よく 

できている 

なんとか 

できている 

あまり 

できていない 

ほとんど 

できていない 
合計（総人数） 

⓪ 
 

前回の課題について取り組めましたか？ 

 

3 4 2 1 10 

 

前回の改善計画  

・年 4 回開催の地域ケア会議には、可能な限りスタッフ全員が参加・傍聴できるように努める。 

前回の改善計画に対する取組み結果  

・業務の都合上参加できるスタッフに限りがあった。 

 

 
 

◆今回の自己評価の状況 

個人チェック集計欄 
よく 

できている 

なんとか 

できている 

あまり 

できていない 

ほとんど 

できていない 
合計（総人数） 

① 
その他のサービス機関（医療機関、訪問看

護、福祉用具等の他事業所）との会議を行

っていますか？ 

3 6 0 1 10 

② 
自治体や地域包括支援センターとの会議に

参加していますか？ 

 

3 5 1 1 10 

③ 
地域の各種機関・団体（自治会、町内会、

婦人会、消防団等）の活動やイベントに参

加していますか？ 

3 5 1 1 10 

④ 
登録者以外の高齢者や子ども等の地域住民

が事業所を訪れますか？ 

 

3 6 1 0 10 

 

できている点 200字程度で、できていることと、その理由を記入すること 

・サービス担当者会議で他のサービス機関との連携を図った。 

・地域ケア会議等にも参加し、事例発表や傍聴を行っている。 

・若鮎祭りや病送り等の町内行事に積極的に参加した。 

・毎月 11 日には認知症カフェを開催したり、舟形小・中学生のボランティアの来訪もあり交流している。 

 

 

 
 

できていない点 200字以内で、できていないことと、その理由を記入すること 

・地域ケア会議等に参加した事がない職員がいる。 

 

 

 
 

次回までの具体的な改善計画 （200字以内） 

・自治体や地域包括支援センターの会議に可能な限りスタッフ全員が参加・傍聴できるように努める。 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 
 

事⑥ 



 

 

事業所自己評価・ミーティング様式 
 

 実施日 令和元年  11月 27日 

 

 

  ７．運営 
 

 ﾒﾝﾊﾞｰ 小規模スタッフ 10名参加 

 

◆前回の改善計画に対する取組み状況 

個人チェック集計欄 
よく 

できている 

なんとか 

できている 

あまり 

できていない 

ほとんど 

できていない 
合計（総人数） 

⓪ 
 

前回の課題について取り組めましたか？ 

 

     

 

前回の改善計画  

 

 

 

前回の改善計画に対する取組み結果  

 

 

 
 

◆今回の自己評価の状況 

個人チェック集計欄 
よく 

できている 

なんとか 

できている 

あまり 

できていない 

ほとんど 

できていない 
合計（総人数） 

① 
事業所のあり方について、職員として意見

を言うことができていますか？ 

 

4 5 1 0 10 

② 
利用者、家族・介護者からの意見や苦情を

運営に反映していますか？ 

 

5 5 0 0 10 

③ 
地域の方からの意見や苦情を運営に反映し

ていますか？ 

 

5 5 0 0 10 

④ 
地域に必要とされる拠点であるために、積

極的に地域と協働した取組みを行っていま

すか？ 

4 6 0 0 10 

 

できている点 200字程度で、できていることと、その理由を記入すること 

・運営会議や小規模会議等において、より良い環境作りに向けた取り組みや意見を伝えている。 

・利用者様、御家族、地域の方より意見や苦情があった際は、全スタッフへの周知、検討を行いすぐに対応

できる様努めている。 

・町と共催し認知症サポーター養成講座や認知症カフェを継続して開催している。また、AED を設置、福祉

避難所としても町と協定を結んでいる。 

 

 
 

できていない点 200字以内で、できていないことと、その理由を記入すること 

・小規模多機能型居宅介護事業所の在り方についてはまだ勉強不足だと感じるため、意見を言えない。 

 

 
 

次回までの具体的な改善計画 （200字以内） 

小規模多機能型居宅介護事業所の在り方について、事業計画や各会議の資料をしっかり読み込み知識を高め

る。 

 

 

 
 

 
 

  

事－⑦ 



  

 

事業所自己評価・ミーティング様式 
 

 実施日 令和元年  11月 29日 

 

 

  ８．質を向上するための取組み 
 

 ﾒﾝﾊﾞｰ 小規模スタッフ 10名参加 

 

◆前回の改善計画に対する取組み状況 

個人チェック集計欄 
よく 

できている 

なんとか 

できている 

あまり 

できていない 

ほとんど 

できていない 
合計（総人数） 

⓪ 
 

前回の課題について取り組めましたか？ 

 

     

 

前回の改善計画  

 

 

 

前回の改善計画に対する取組み結果  

 

 

 
 

◆今回の自己評価の状況 

個人チェック集計欄 
よく 

できている 

なんとか 

できている 

あまり 

できていない 

ほとんど 

できていない 
合計（総人数） 

① 
研修（職場内・職場外）を実施・参加して

いますか 
 

5 4 1 0 10 

② 
資格取得やスキルアップのための研修に参

加できていますか 
 

4 5 1 0 10 

③ 
地域連絡会に参加していますか 
 
 

3 5 1 1 10 

④ 
リスクマネジメントに取組んでいますか 
 
 

4 6 0 0 10 

 

できている点 200字程度で、できていることと、その理由を記入すること 

・委員会を中心に研修を実施しており、職場内研修、外部研修に参加した。研修で得た知識を、勉強会を開

催して多くの職員に周知し伝達した。 

・資格取得のための研修や町主催の連絡会にも参加した。 

・事故が起きた場合は対策を検討し、委員会を中心に環境整備や利用者の観察などを行い再発防止に努めた。 

 

 
 

できていない点 200字以内で、できていないことと、その理由を記入すること 

・業務の都合上、研修はスタッフ全員が参加する事が出来なかった。 

 

 

 
 

次回までの具体的な改善計画 （200字以内） 

・自主研修や興味のある研修に、積極的に参加する。 

 

 

 
 

 

 

 

 
 

  

事－⑧ 



 

 

事業所自己評価・ミーティング様式 
 

 実施日 令和元年  12月 2日 

 

 

  ９．人権・プライバシー 
 

 ﾒﾝﾊﾞｰ 小規模スタッフ 10名参加 

 

◆前回の改善計画に対する取組み状況 

個人チェック集計欄 
よく 

できている 

なんとか 

できている 

あまり 

できていない 

ほとんど 

できていない 
合計（総人数） 

⓪ 
 

前回の課題について取り組めましたか？ 

 

     

 

前回の改善計画  

  

 

前回の改善計画に対する取組み結果  

  

 

 
 

◆今回の自己評価の状況 

個人チェック集計欄 
よく 

できている 

なんとか 

できている 

あまり 

できていない 

ほとんど 

できていない 
合計（総人数） 

① 

身体拘束をしていない 

（現在、小規模に身体拘束の対象者はいな

い） 

 

9 1 0 0 10 

② 
虐待は行われていない 

（虐待は違法であり、いかなる虐待も行わ

れていない） 

8 2 0 0 10 

③ 
プライバシーが守られている 

 

 

5 5 0 0 10 

④ 

必要な方に成年後見制度を活用している 

（現在、成年後見制度を活用している方は

いない） 

 

5 5 0 0 10 

⑤ 
適正な個人情報の管理ができている 

 

 

6 4 0 0 10 

 

できている点 200字程度で、できていることと、その理由を記入すること 

・身体拘束、虐待防止の勉強会を年に３回実施し、全職員に周知徹底した。身体拘束は現状行われていない。

また、虐待についての報告は現在ない。 

・個人情報は第三者の目につかないよう鍵付きのキャビネットに保管し、適切に管理できた。 

・個人情報が記載されている書類等はシュレッターを使用し破棄した。 

・写真等を広報誌や HP に掲載する際は本人及びご家族に確認を取り了承を得た。 

 
 

できていない点 200字以内で、できていないことと、その理由を記入すること 

  

 
 

次回までの具体的な改善計画 （200字以内） 

  

 

 
     

事－⑨ 



小規模多機能型居宅介護「サービス評価」 総括表 
 

法人名 社会福祉法人舟和会 代表者 伊藤 宏 

 
法人・ 
事業所 
の特徴 

 
小規模多機能型居宅介護事業所は、利用者が可能な限り住み慣れた地域で居宅生活を

継続できるよう、利用者の選択に応じて、事業所への「通い」を中心として「泊り」や

「訪問」を組み合わせ、家庭的な環境のもと日常生活上の支援や機能訓練を行います。

利用者がこれまでの地域とのつながりを保つことができる環境作りを目指します。 
 

事業所名 
 

小規模多機能型居宅 
介護事業所ほなみ 

 

管理者 髙橋 純康 

 

出席者 市町村職員 知見を有するもの 地域住民・地域団体 利用者 利用者家族 地域包括支援ｾﾝﾀｰ 近隣事業所 事業所職員 その他 合計 
1 人 1 人 4 人 1 人 1 人 1 人 0 人 2 人 0 人 11 人 

 

項  目 前回の改善計画 前回の改善計画に対する取組み・結果 意見 今回の改善計画 

Ａ．事業所自己評価の 
確認 

・聞き取りシートをできるだけ早

くに作成し、利用者を深く理解し

てより良い支援に繋げるために

活用する。 
 

・利用者の聞き取りシートを活用

して以前の暮らしについて把握で

きるよう努めたが、分からないと

いう答えも多く 10 個以上までは

把握できなかった。 

・研修会に全員参加する事は難し

いため、しっかりと伝達研修を繰

り返したほうが良いのではない

か。 
・緊急時連絡シートに民生委員の

名前が入っていなかったので、具

体的に記入しておいてほしい。 

・本人では分からない事は、ご家

族へ伺う等、積極的にコミュニケ

ーションを図り、信頼関係を築き

生活環境や生活歴等を理解する。 
・食事についての知識(咀嚼・嚥

下・認知度や食事状況の観察など)
を高めるため、勉強会や研修に参

加する。  

Ｂ．事業所の 
しつらえ・環境 

・作品展示スペースの活用につい

て、地域に情報を発信し周知に努

める。 
・今後も事業所内外の衛生管理に

努め、清潔な環境を提供する。 

・利用者の作品等を展示し、集い

の場を提供した。 
・防犯・離設事故防止の為、20 時

～8 時までは施錠はしているが、

その他は施錠せずに開放してい

る。だた、利用者のその時々の状

況で、人感センサーを使用したり

やむをえず施錠（玄関にインター

ホンを押してください等表示）す

る事もあり今年度は離設事故は起

きていない。 
  

・イルミネーションや作品の展示

スペースを設け、地域住民が自由

に見学できるよう事業所に入り

やすい工夫がされている。 
・施設特有の不快な臭いや音もな

く、とても清潔に感じる。 

・作品展示スペースを活用し地域

に情報を発信していく。 
・今後も事業所内外の衛生管理に

努め、清潔な環境を提供する 

Ｃ．事業所と地域の 
かかわり 

・２０１９年度も引き続き地域の

社会資源として周知を図ってい

く。 

・在宅の認知症高齢者の居場所作

りの為、4 月～12 月までの間、定

期的に認知症カフェを開催した

が、参加に繋げることは難しかっ

た。  

・ほなみ便りを配布し、事業所を

アピールしてはどうか。 
・令和 2 年度も引き続き認知症カ

フェの開催等を通して、地域の社

会資源としての役割を担えるよ

う、活動の周知を図っていく。 

総－⑩ 



Ｄ．地域に出向いて 
本人の暮らしを 
支える取組み 

・２０１９年度も、買い物や通院

等の支援や地域行事への参加等

継続し、地域との関わりを断ち切

ることのないよう支援する。 
 
 

・毎月、買い物の日を設定するな

どして、利用者の暮らしの支援を

行った。また、買い物代行や理美

容、通院等随時対応した。 

・買い物や理美容、通院など、本

人の今までの生活を断ち切らな

いよう支援を行っていることが

分かった。 
・近隣の心配な人は、まずは民生

委員が町に連絡することとなっ

ている。 
・職員も少ない中、新幹線を見に

出かけたり、外出の行事に取り組

んでいて、すごいと思う。 
・買い物支援は、利用者にとって

冬期間とても助かると思います。  

・令和 2 年度も、買い物や買い物

代行、通院送迎等の支援や地域行

事への参加等継続し、地域との関

わりを断ち切ることのないよう

支援する。 
 

Ｅ．運営推進会議を 
活かした取組み 

・２０１９年度も、認知症カフェ

を定期開催し、介護相談の場、地

域の心配な方々の相談の場、地域

住民の集いの場を提供する。 
 

参加者はすくなかったが、認知症

カフェの開催や作品展示等で、地

域の集いの場を提供することがで

きた。 

・認知症カフェを出張カフェとし

て、地域にでることで、人が集ま

れば良いが、集まらなかった場合

人と手間をかけた分無駄になっ

てしまうのではないか、何か集ま

る工夫があればよいのっではな

いか。 
・認知症カフェを施設内で行う事

により、入所者と地域を結び付け

る事ができ、入所者刺激にもなる

のではないか。 
・清流荘での取り組みにタイアッ

プしてはどうか。  

・令和 2 年度も、認知症カフェを

定期開催し、介護相談の場、地域

の心配な方々の相談の場として

地域住民の集いの場を提供する。 
 

Ｆ．事業所の 
防災・災害対策 

・２０１９年度も、関係者の協力

を得ながら防災訓練を定期的に

開催し、スタッフ全員が適切に対

応できるよう避難場所や誘導経

路の周知に努める。 

夏の豪雨の際、裏山のがけ崩れの

危険性が高まったため、ほなみ内

ではありましたが、A・Bユニット

の利用者が山側より遠い C ユニッ

ト・小規模側へ避難し一夜を過ご

した際、総合防災訓練での訓練内

容が活かされたものとなった。 

・ほなみの防災訓練は毎年見学し

ているが、内容は充実しており、

とても評価できる。今夏の豪雨災

害では実際に避難しており、訓練

がしっかり活かされたのではな

いか。 
 
 

・令和 2 年度も、防災訓練を定期

的に開催し、有事の際にはスタッ

フ全員が適切に対応できるよう

避難場所や誘導経路の周知に努

める。 

 

総－⑪ 


